
１．調査要領
(1)調査対象

ア 対象地区 魚沼市内商工会地区内小規模事業者

イ 調査企業数 事業所 （うち小規模事業者数 事業所）

ウ 回答企業数 事業所 （うち小規模事業者数 事業所）

)

(2)調査対象期間

令和２年７月～令和２年１２月

（調査時点　　令和２年１２月１日）

(3)調査方法

経営指導員等による巡回または窓口によるヒアリング調査

(4)調査対象と回答企業の構成
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２．地域内産業全体の景況概要
後継者なしが約60％と事業所の減少が予想される。

売上・採算・資金繰りにおいて、前年同期比で減少・悪化、前期比で増加・好転が目立った。

コロナ禍によるR2年上期の売上急落が伺え、景況感や今後の見通しに影響を与えている。

問題点としては需要の停滞、店舗設備の老朽化が多く、販売単価の上昇や販路開拓が課題である。

【後継者の状況】

後継者あり41％、なし59％であった。

【売上高】

前年同期比では67％が減少となった。

一方、前期比では減少37％とほぼ同数の31％が増加と回答した。

今後の見通しでは50％が減少と回答しており、サービス業を除く業種で同じ傾向

となっている。（サービス業は不変が最も多かった）

前年同期比 前期比 今後の見通し

【採　算】

前年同期比では62％が悪化となった。

一方、前期比では不変が42％で最も多かったが、26％が好転と回答した。

今後の見通しでは50％が不変、43％が悪化と回答した。

前年同期比 前期比 今後の見通し

【仕入単価】

不変が最も多く、80％以上であった。

上昇は製造業・建設業で比較的目立った。

低下は少数であった。

前年同期比 前期比 今後の見通し

【販売（客）単価】

前年同期比では62％が不変で最も多かったが、33％が低下と回答した。

前期比では不変が66％で依然多く、上昇が増えた一方で低下が減った。

今後の見通しでは50％が不変、43％が悪化と回答した。

前年同期比 前期比 今後の見通し
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【資金繰り】

前年同期比では51％が不変で最も多かったが、43％が低下と回答した。

前期比では不変が67％で依然多く、上昇が増えた一方で低下が減った。

今後の見通しでは69％が不変、28％が悪化、好転は少数であった。

前年同期比 前期比 今後の見通し

【雇用動向】

不変が最も多く、90％以上であった。

増加、減少ともは少数であったが、主に製造業・建設業において見られた。

前年同期比 前期比 今後の見通し

【景況判断】

前年同期比では悪化が最も多く、60％であった。

前期比では不変が53％で最も多く、次いで40％が悪化であった。

今後の見通しでは50％が悪化、46％が不変と回答した。

前年同期比 前期比 今後の見通し

【経営上の問題点】

需要の停滞が最も多い65件、次いで店舗設備の老朽化が31件であった。

また、受注販売競争の激化、人件費以外の経費増加を選択した事業者も多かった。

その他と回答した事業者は、コロナ禍の対応を問題点として挙げていた。
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３．産業別景況概要

（１）製造業

○後継者の有無…後継者あり41％、なし59％であった。

○売上…減少が最も多く、今後の見通しも53％が減少であった。

○採算…前年同期比では悪化が最も多く、前期比・今後の見通しでは不変と悪化がほぼ同数だった。

○仕入単価…不変が70％以上で最も多く、上昇は少数、低下はゼロだった。

○販売(客)単価…不変が最も多く、低下は少数、上昇はゼロだった。

○資金繰り…前年同期比では悪化、前期比・今後の見通しでは不変が最も多かった。

○雇用動向…不変が70％以上で最も多く、減少は少数、増加はほとんどなかった。

○景況判断…前年同期比・今後の見通しで悪化が最も多く、好転はほとんどなかった。

○経営上の問題点…需要の停滞が12件で最も多く、次いで、販売価格への転嫁難7件、店舗設備等

　の老朽化6件であった。

（２）建設業

○後継者の有無…後継者あり40％、なし60％であった。

○売上…増加や不変も見られたが減少が最も多く、今後の見通しも55％が減少であった。

○採算…前年同期比では悪化が最も多く、今後の見通しでは不変と悪化がほぼ同数だった。

○仕入単価…不変が70％以上で最も多く、上昇は20％程度、低下は少数だった。

○販売(客)単価…不変が70％以上で最も多く、今後の見通しでは上昇がゼロだった。

○資金繰り…不変が最も多く、悪化も30％見られた。

○雇用動向…ほとんどが不変で、減少は少数、増加はゼロだった。

○景況判断…不変と悪化が多く、好転は10％にとどまった。

○経営上の問題点…需要の停滞が11件で最も多く、次いで、人件費以外の経費増加7件、従業員の

　確保7件、店舗設備の老朽化6件であった。

（３）卸・小売業

○後継者の有無…後継者あり32％、なし68％であった。

○売上…増加や不変も見られたが減少が最も多く、今後の見通しも73％が減少であった。

○採算…前年同期比・今後の見通しでは悪化が60％程度で最も多く、好転はほとんどなかった。

○仕入単価…不変が80％程度で最も多く、上昇と低下は少数だった。

○販売(客)単価…不変が60％程度で最も多く、低下も20％程度見られた。

○資金繰り…不変が60％程度で最も多く、前年同期比では悪化も40％だった。

○雇用動向…ほとんどが不変であった。

○景況判断…前年同期比・今後の見通しでは64％で最も多く、次いで、不変36％であった。

○経営上の問題点…需要の停滞が19件で最も多く、次いで、受注販売競争の激化13件、

　店舗設備の老朽化9件であった。

（４）サービス業

○後継者の有無…後継者あり48％、なし52％であった。

○売上…前年同期比では減少が最も多く、今後の見通しでは不変が最も多かった。

　　　　前期比では増加39％が目立った。

○採算…売上と同様の動きであった。

○仕入単価…不変が90％程度で最も多く、上昇と低下は少数だった。

○販売(客)単価…不変が60％程度で最も多く、低下・上昇も見られた。

○資金繰り…前年同期比では不変と悪化が多く、前期比・今後の見通しでは不変が最も多かった。

○雇用動向…ほとんどが不変であった。

○景況判断…前年同期比では悪化が最も多く、前期比・今後の見通しでは不変が最も多かった。

○経営上の問題点…需要の停滞が23件で最も多く、次いで、店舗設備の老朽化15件、

　人件費以外の経費増加8件であった。




